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Q

～ ② 障がい者福祉編 ～
よく分かる福祉講座

　町の福祉施策について、皆さんに広く知っていただくた
め、3回シリーズで｢福祉講座｣を掲載しています。
　2回目は、障がい者福祉施策(障がいをお持ちの方やその
ご家族への支援)について紹介します。

　　

  

病
院
で
診
察
を
受
け
て
、
障
が

　
　
　

い
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
場
合

は
、
手
帳
を
取
得
す
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
手
帳
は
、
心
身
の
状
態
に

応
じ
て
、
次
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

A
　
　

 
 
病
気
や
事
故
、
先
天
性
に
よ

手
帳
の
取
得
に
つ
い
て

医
療
に
つ
い
て

● 

身
体
障
害
者
手
帳

● 

療
育
手
帳(

知
的
障
が
い)

● 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　

手
帳
の
取
得
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　　

  

障
が
い
者
の
健
康
の
維
持
と
経

　
　
　

済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
医
療
機
関
を
受
診
し
た
際
に
か
か

る
医
療
費
や
薬
代(

保
険
診
療
分)

を
全

額
、
ま
た
は
半
額
助
成
す
る
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま
す
。

　

か
か
っ
た
医
療
費
を
一
度
支
払
っ
て

い
た
だ
き
、
原
則
と
し
て
受
診
月
の
２

か
月
後
に
口
座
振
込
み
で
お
返
し
し
ま

す
。 A

　
　

  

障
が
い
に
よ
っ
て
、
病
院
に
行

　
　
　

く
こ
と
が
増
え
る
と
、
医
療
費

の
負
担
が
心
配
な
の
で
す
が
、
何
か
助

成
は
あ
り
ま
す
か
？

Q
　
　

  

心
臓
の
手
術
や
人
工
透
析
、
精

　
　
　

 

神
医
療
等
、
障
が
い
に
よ
る
治

療
で
医
療
費
が
高
額
に
な
り
、
医
療
費

の
助
成
を
受
け
て
も
立
替
払
い
分
が
多

く
な
っ
て
負
担
に
な
り
ま
す
。
支
払

額
を
少
な
く
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

か
？ Q

　　

  

心
身
の
障
が
い
の
症
状
を
軽
減

　
　
　

す
る
た
め
の
医
療(

自
立
支
援
医

療)

を
対
象
と
し
て
、
受
診
の
際
に
支

払
っ
て
い
た
だ
く
額
を
通
常
よ
り
少
な

く
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
費
助
成
を
受
け
て
い
れ

ば
、
自
己
負
担
し
た
医
療
費
も
後
で
お

返
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

A
日
常
生
活
の
た
め
の
装
具･

用
具
の
支
給
に
つ
い
て

　
　

  

障
が
い
者
が
日
常
生
活
を
快
適

　
　
　

に
過
ご
す
た
め
の
補
助
用
具
等

を
支
給
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
あ
り
ま
す

か
？ Q　　

  

補
聴
器
や
車
い
す
、
義
足
等
の

　
　
　

障
が
い
の
あ
る
部
分
を
補
う

補
装
具
や
、
ス
ト
マ
装
具(

蓄
便･

蓄
尿

袋)

、
入
浴
補
助
用
具
等
、
日
常
生
活
を

円
滑
に
過
ご
す
た
め
の
生
活
用
具
を
給

付
し
て
い
ま
す
。

A

　
　
　

で
は
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方

　
　
　

が
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
、
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
障
害
者
手
帳

の
取
得
か
ら
、医
療
費
の
助
成
、生
活
用

具
の
支
給
、
日
常
生
活
の
支
援
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
つ

い
て
、
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
紹
介
し
ま
す
。

町
　
　

  

り
、
身
体
の
機
能
に
永
続
的
な

障
が
い
が
生
じ
た
り
、
知
的
機
能
の
制

約
や
精
神
疾
患
が
生
じ
て
困
っ
て
い
る

場
合
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？
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手
当
等
に
つ
い
て

税
金
の
減
免･

減
税
、
各
種

サ
ー
ビ
ス
の
割
引
に
つ
い
て

　
　

  
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
税
金

　
　
　

や
交
通
手
段
に
関
す
る
サ
ー
ビ

ス
は
あ
り
ま
す
か
？

Q　　

  

障
が
い
の
程
度
に
よ
り
、
税
金

　
　
　

の
控
除
や
自
動
車
税･
自
動
車
取

得
税
等
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
タ
ク
シ
ー
、
バ
ス
、
電
車
、

航
空
運
賃
、
高
速
道
路
通
行
料
の
割
引

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
等
の
免
除

が
あ
り
ま
す
。

A
　
　

  

障
が
い
者
を
対
象
に
支
給
さ
れ

　
　
　

る
手
当
は
あ
り
ま
す
か
？

Q　　

  

手
帳
を
お
持
ち
の
方
を
対
象

　
　
　
に
、
そ
の
種
別
や
程
度
、
年

齢
に
応
じ
て
各
種
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。 A

日
常
生
活
を
支
援
す
る

　
　
　

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　
　

 
 

自
宅
で
の
生
活
や
昼
間
の
活

　　

  

障
が
い
者
の
自
立
し
た
生
活
を

　
　
　

支
え
、
本
人
や
家
族
の
抱
え
る

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、

本
人
や
家
族
の
希
望
を
伺
い
な
が
ら
、

障
が
い
の
程
度
や
状
況
を
踏
ま
え
て
、

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

A
　
　
　

動
、
施
設
で
の
居
住
等
の
生
活

全
体
を
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
あ
り
ま

す
か
？
Q

● 

日
中
の
活
動
を
支
援
す
る
も
の

　

外
出
の
際
の
補
助
、
就
労
の
支
援
、

　

身
体
機
能
や
生
活
の
訓
練 
等

● 

自
宅
を
訪
問
し
て
生
活
を
支
援
す
る

　

も
の　

　

入
浴･

移
動
等
の
身
体
介
護
、
洗
濯･

　

掃
除
等
の
家
事
援
助 

等

● 

施
設
に
一
時
滞
在
や
入
所
し
、
居
住

　

す
る
も
の

　

家
族
の
都
合
に
よ
る
短
期
入
所
や
入

　

所
施
設
で
の
生
活 

等

● 

共
同
生
活
を
行
う
住
居
で
の
生
活
を

　

支
援
す
る
も
の

　

共
同
住
居
で
の
生
活
介
護
や
支
援
、

　

相
談 

等
相
談
支
援
に
つ
い
て

　　

  

町
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の

　
　
　

日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む

上
で
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ
い
て
、

相
談
に
応
じ
、助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
課
の
窓
口
の
ほ
か
、
次

の
事
業
所
に
相
談
業
務
を
委
託
し
て
い

ま
す
。
お
困
り
の
こ
と
や
相
談
し
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

A
　
　

 
 

障
が
い
に
関
す
る
こ
と
で
、

　
　
　

困
っ
た
こ
と
や
悩
み
ご
と
が
あ

る
場
合
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

Q

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課(

担
当･

吉
田
／
上
光)　

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
32
‐
６
７
０
４

　

来
月
号
で
は
、｢

高
齢
者
福
祉｣

に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

● 
は
あ
と
ぽ
ー
と
さ
く
ら
ヶ
丘

　

(
敦
賀
市
桜
ヶ
丘
町
8
‐
8)

　
　
　
　
　
　
　
　

 

☎
24
‐
４
８
４
８

● 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

ふ
く
い

　

(

若
狭
町
下
夕
中
11
‐
27
‐
1)

　

 　
　

☎
０
７
７
０
‐
62
‐
２
５
５
０

　
　

今
回
、
紹
介
し
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
　

の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
に
町
へ
の
申
請
や
利
用
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

各
サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、町

福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

支
援
サ
ー
ビ
ス
に
は
次
の
よ
う
な

　
　

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　　　｢障害者手帳｣等の法令において使
　　　われている｢害｣については、本
来は｢礙｣(碍は俗字)が使われていました
が、常用漢字ではないことから同音･同義
の｢害｣が使われています。　
　しかしながら、町の第四次総合振興計
画を策定する際に、町民の方から、｢この
文字は障がいをお持ちの方を表すのに適
切ではない。｣とのご意見をいただき、町
においても協議した結果、法令等に定め
られたもの以外は、できるだけ、ひらが
なで表記するようにしています。
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美浜の環境シリーズ 50

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

田
村)

　
　
　
　
　
　
　
　

 

☎
32
‐
６
７
０
３

　
　
　

月
25
日
と
26
日
に
、
福
井
県
立   

　
　
　

三
方
青
年
の
家(

若
狭
町
鳥
浜)

で
三
方
五
湖
自
然
再
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
昨
年
5
月
に

三
方
五
湖
の
自
然
再
生
を
目
指
し
設
立

さ
れ
た｢

三
方
五
湖
自
然
再
生
協
議
会｣

が
、
全
国
に
三
方
五
湖
の
魅
力
を
発
信

し
、
三
方
五
湖
及
び
県
内
の
自
然
再
生

活
動
を
活
発
化
す
る
た
め
に
開
催
し
た

も
の
で
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
1
日
目
は
、
同
協
議
会

会
長
の
鷲
谷
い
づ
み
教
授(

東
京
大
学

大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科)

に
よ

る
基
調
講
演
を
は
じ
め
、
全
国
自
然
再

生
リ
レ
ー
発
表
や
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
等
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
全
国
の
自

然
再
生
へ
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
、

真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

2
日
目
に
は
野
外
見
学
を
実
施
。
3

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
参
加
者
は
、
美

浜･

若
狭
町
内
の
有
機
農
業
水
田
や
水

田
魚
道
、
シ
ジ
ミ
浜
再
生
現
場
、
ま
た

今
年
7
月
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録

さ
れ
た
中
池
見
湿
地(

敦
賀
市)

を
見
学

し
、
五
湖
や
五
湖
を
取
り
巻
く
環
境
の

現
状･

課
題
等
に
つ
い
て
、
認
識
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

8

三方五湖自然再生

　　   フォーラム が開催

三方五湖の魅力を全国に発信

↑鷲谷教授の基調講演(演題｢全国の自然再生と三方五湖｣)

↑全国自然再生リレー発表で、｢山の子ふれあい振興社｣の取り組
　みについて発表する新庄小学校児童

↑1日目の休憩時間には、久々子湖のしじみを使ったコロッケや
　ピザ等が振る舞われ、参加者の好評を得ました。

～湖と里をとりまく自然と人のつながりの再生～

三方五湖自然再生協議会
↑久々子湖のシジミ浜再生現場を見学する参加者(野外見学)
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美浜発電所の状況

　今回の報告では、8月18日から9月14日までの美浜発電所の
状況等についてお知らせします。

美
浜
１
号
機

美
浜
2
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
22
年
11
月
24
日
～)

美
浜
3
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
23
年
5
月
14
日
～)

　

第
27
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
23
年
12
月
18
日
～)

第
１
７
６
回
町
原
子
力
環
境
安
全
監
視

委
員
会
を
開
催

　

8
月
22
日
に
、
町
役
場
で
第
１
７
６
回

町
原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
関
西
電
力
㈱
か

ら
美
浜
発
電
所
の
安
全
対
策
や
津
波
堆
積

物
調
査
の
実
施
状
況
、
ま
た
、
若
狭
湾
周

辺
の
お
け
る
活
断
層
の
連
動
性
評
価
の
状

況
等
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
ま
し
た
。

　

関
西
電
力
㈱
か
ら
説
明
を
受
け
た
委
員

か
ら
は
、

↑美浜発電所の安全対策等について説明を
　受ける監視委員

等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
を
受
け
、
関
西
電
力
㈱

は
、

と
説
明
し
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
で
は
、
今
後
も
福
島
第
一
発

電
所
事
故
で
得
ら
れ
た
知
見
が
美
浜
発
電

所
に
お
い
て
適
切
に
反
映
さ
れ
る
か
を
確

認
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

  
福
島
第
一
発
電
所
を
襲
っ
た
よ
う
な

地
震･
津
波
が
発
生
し
た
場
合
、
美
浜
発
電

所
の
安
全
は
確
保
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、

そ
れ
に
対
応
で
き
る
体
制
は
整
っ
て
い
る

の
か
。

問
1

　
　

  

ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
に
よ
り
、
地
震･

津
波
と
も
に
、
安
全
上
、
十
分
な
裕
度
が

あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
体
制
に
つ

い
て
は
、
休
日
や
夜
間
等
の
人
員
が
手
薄

と
な
る
時
間
帯
で
も
、
す
ぐ
に
対
応
で
き

る
よ
う
当
直
者
を
増
員
し
た
。
社
員
寮
も

発
電
所
に
近
い
た
め
、
迅
速
な
対
応
が
と

れ
る
と
考
え
て
い
る
。

答
1

　
　

  

過
酷
な
状
況
を
想
定
し
た
訓
練
と

は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
瓦
礫

で
構
内
道
路
が
塞
が
れ
る
場
合
を
想
定
し

た
訓
練
も
行
う
の
か
。

問
2

　
　

  

安
全
対
策
に
は
上
限
が
な
い
。
防
潮

堤
を
整
備
し
て
も
、
そ
れ
を
越
え
る
津
波

が
襲
来
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

津
波
対
策
に
万
全
を
期
し
て
ほ
し
い
。
福

島
第
一
発
電
所
で
は
、
所
員
の
事
故
対
応

に
も
問
題
が
あ
っ
た
よ
う
な
の
で
、
福
島

第
一
発
電
所
事
故
の
報
告
書
も
踏
ま
え
た

対
応
を
い
た
だ
き
た
い
。

問
3

　
　

  

こ
れ
ま
で
は
、
降
雪
時
や
夜
間･

休

日
等
の
人
が
集
ま
り
に
く
い
状
況
で
の
訓

練
を
実
施
し
て
い
る
。
瓦
礫
撤
去
訓
練
に

つ
い
て
は
、
実
際
に
道
路
に
瓦
礫
を
ば
ら

撒
く
こ
と
は
難
し
い
が
、
空
き
地
を
利
用

し
て
重
機
に
よ
る
瓦
礫
撤
去
訓
練
を
実
施

し
て
い
く
。

答
2

　
　

  

防
潮
堤
を
越
え
る
津
波
に
備
え
、
安

全
上
重
要
な
設
備･

機
器
が
浸
水
し
な
い
よ

う
各
所
に
水
密
扉
を
設
置
し
た
。
ま
た
、

昨
日
に
は
、
蒸
気
発
生
器
へ
給
水
す
る
た

め
の
設
備
と
し
て
、
既
に
配
備
し
た
消
防

ポ
ン
プ
に
加
え
て
給
水
能
力
の
大
き
い
中

圧
ポ
ン
プ
を
配
備
し
た
。
今
後
も
、
順

次
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
反
映
し
た
上
で
訓
練

を
実
施
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
改
善
し
て
い

答
3

く
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
公
表

さ
れ
て
い
る
4
つ(

政
府･

国
会･

民
間･

東

電)

の
報
告
書
の
課
題
を
抽
出
し
て
対
応
を

検
討
し
て
い
る
。

　
　

  

仮
に
、
若
狭
湾
周
辺
に
存
在
す
る
複

問
4

　
　

  

当
社
は
、
世
界
一
安
全
な
原
子
力

発
電
所
を
目
指
し
て
お
り
、
き
ち
ん
と
想

定
を
し
て
段
階
的
、
継
続
的
に
安
全
性
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
現
在
、
国
に
お
い
て
若
狭
湾
周
辺
で

考
慮
す
べ
き
地
震
や
、
ど
の
よ
う
な
津
波

を
考
慮
す
べ
き
か
と
い
う
基
準
が
審
議
さ

れ
て
い
る
。
当
社
で
は
、
そ
れ
ら
の
結
果

を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
安
全
対
策
の
強

化
を
行
い
、
ソ
フ
ト
面
で
も
安
全
に
終
わ

り
は
な
い
と
の
姿
勢
で
進
め
て
い
く
。
そ

の
際
に
は
、
皆
様
に
し
っ
か
り
説
明
し
て

い
き
た
い
。

答
4

数
の
断
層
が
同
時
に
動
く
地
震
が
起
こ
っ

て
も
、
美
浜
発
電
所
は
大
丈
夫
な
の
か
。

ど
ん
な
地
震
が
起
こ
っ
て
も
、
発
電
所
を

守
れ
る
よ
う
に
、
安
全
対
策
に
万
全
を
期

し
て
ほ
し
い
。


